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□

『
み
づ
ゑ
』
第
十

一
は
臨
時
増
刋

と
し

て
本
月
十

八
日
頃
發

行
致
す

べ
く
候
。

□
臨
時
増
刋

は
本
誌

が
讀
者
の
共
有
物
た

る
實
を

示
す

べ
く
、
專

ら
社
外
の
秀
逸

な
る
畫
稿
及
寄
書

よ
り
成
り
、
紙
數

も
殆
ど

二
倍

に
増
し
、
石
版
畫

三
枚

の
ほ
か
多
數

の
寫
眞
版
を
挿
入
す

べ
く
、
體

裁
其
他
は
格
別
意

を
用
ざ
る
も
、
内
容
は
常
に
變

り
て
興
趣
深
か
る
べ
し
と
存
候
。

□
會
員
組
織

の
件
は
粗
ほ
清
規
も
脱
稿
致
候
、
其

内
印
刷
し
て
發
表
可
致
實
行
は
本
誌

の

一
週
年
な

る
七

月

一
日

よ
り

と

致

度
候

。

□
社
中

の
有
志
數

名
、
本
月
十
四
日
午
後
よ
り
一
泊

が
け

に
て
桃
の
寫
生
會

を
催
す
筈

に
候
。
場
處

は

未
定
な
れ
ど
多
摩
川
上
流
二
股
尾
、
若
く
は
利
根

河
畔
押
付

二
ケ
所

の
う

ち
に
候
。
會
費
は
實
費
金

貳
圓

以
内
に

つ
き
、
同
行
御
希
望

の
方

は
十
日
頃

迄

に
往
復
は
が
き
に
て
御
申
込
あ
り
度
候
、
夜
分

は
合
作
繪

ハ
ガ
キ
な
ど
催

さ
る
べ
く
興
多
き
こ
と

ゝ
存

候

。

□
本
號
の
口
繪
を
畫

か
れ
し
河
合
新
藏

氏
は
久
し

く
巴
里
に
在

つ
て
斯
道

を
研
究

せ
ら
れ
し
人
、
爾

來
氏
の
清
楚
な
る
筆

に
成

れ
る
人
物
畫

は
屡

々
本

誌

上
を
飾

る
べ
く
候
。

□

九
月
の
號

に
は
石
井
栢
亭
氏
の
『
大
坂
所
見
』
の

石
版
畫
登
載
可
致
候
。

□
福
井
小
林
氏

へ
、
面
白
き
繪
葉
書
た
し
か
に
拜

受
致
候
林

の
繪
は
遠
方
の
調
子
最

も
よ
ろ
し
く
候

鳥
は
も
つ
と
確
り
畫

き
た
き

も
の
に
候
。

□
福

岡
荒

木
氏

へ
、
樹
木
は
可
な
れ
ど
遠
方

の
山

輪
廓
硬
く
、
土
手
の
草

の
描
法

も
粗
雜

に
見
受
け

候
、
今
後
は
引
締
り
た
る

一
部
分

の
寫
生
を
試
み

ら
れ
て
は
如
何
。

□

日
向
武
末
氏

へ
、
御
作
に
は
中

心
な
く
水

の
描

寫
尤

も
不
手
際
に
見
受
候
、

一
層
御
研
究

を
望
み

候

。

□

伊
勢

S
T
氏

よ
り
本
紙
編
輯
費
の
う
ち

へ
金
五

十
錢
寄
贈
致
さ
れ
候
、
謹
で
御
厚
志
を
謝
す
。

□

口
繪
寫

眞
版
『
赤
城
鈴
ケ
峯
』
は
0
、
W
、
全
紙

の
畫

に
し
て
、
目
下
太
平
洋
畫

會
に
陳
列
致
さ
れ

居

候

。

□
別
項
太
平
洋
畫

會
の
會
員
作
品
分
配
の
件
は
、

本
會

に
て
御
取
次
可
致
に
付

、
御
希
望
の
方
は
可

成
速

に
御
申
出
相
成
度
候

。

□

ロ
ー

レ
ル
會

の
渡
邊
光
風
氏

よ
り
下

の
如
く
申

越
さ
れ
候
。
「
拜
啓

本
會
詠
草
數

月
來

貴
誌

に
御
厄

介
相
懸
居
候
處
讀

者
諸
君
中
に
は
貴
誌
が
水
彩
畫

專
門

の
雜
誌
な
り
と
の
理
由
の
下
に
詩
歌
俳
句
類

の
掲
載
を
拒

ま
る

ゝ
向
有
之

や
に
承
り
此
際
會
稿

を
差
出
候

は
徒

に
諸

君
の
意
に
逆

ふ
の
み
な
ら
ず

延

い
て
は
貴
誌
の
煩
ひ
と
も
可
相
成
と
存
候

へ
ば

一
先
送
稿
方
御
遠
慮
申

上
候
此
義
讀

者
諸

君
に
も

宜
敷
御
傳

へ
の
程
奉
題

上
候
」
。
云

々
。

右

に
つ
き
當
分
掲
載

を
見
合
せ
候
。

□
本
誌
主
任
大
下
氏
の
親
友
な
る
沼
田
松
之
助
氏

よ
り

左
の
書
状
に
接
し
候
。

(
前
略

)
雜
誌
に
對
す
る
僕
の
提
議
は
承
諾
し
て

置
て
呉
れ
給

へ
、使
用

の
方
法
は
君
の
任
意

さ
、

唯
僕
は

君
の
雜

誌
發
行
上
に
關
し
て
何

か
事
あ

る
時

の
準
備

と
し
て
兎
に
角

百
圓
だ
け
を
寄
附

す
る
事
に
約
束
す

る
と
し
て
お
き
ま
せ
う
、

ソ

シ
テ
此
百

圓
は
三
回
か
四
回
位
ゐ
に
送
り
た

い

云

々

本
會

は
本
誌
に
對
し
て
深
き
同
情
を
有
せ
ら
る

ゝ

沼
田
氏

の
厚
意
を
感
謝
し
、
謹
で
其
寄
附
金
を
受

く
る
事

に
致
し
候
。
使
川
の
方
法
は
熟

考
の
上
氏

の
本
意

に
背

か
ざ
る

や
う
可
致
候
。


